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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2018年８月８日に公表した2019年３月期第２四半期累計期間及び2019年
３月期通期の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１． 2019年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正 
(2018年４月１日～2018年９月30日) 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円

前回発表予想(Ａ) 15,500 610 450 350 5.55

今回修正予想(Ｂ) 13,400 750 550 450 7.13

増減額(Ｂ－Ａ) △2,100 140 100 100 

増減率(％) △13.5 23.0 22.2 28.6 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2018年３月期第２四半期) 
11,110 444 315 280 4.45

２． 2019年３月期通期の連結業績予想数値の修正 
(2018年４月１日～2019年３月31日) 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円

前回発表予想(Ａ) 32,600 1,250 940 700 11.10

今回修正予想(Ｂ) 31,000 1,950 1,550 1,200 19.02

増減額(Ｂ－Ａ) △1,600 700 610 500 

増減率(％) △4.9 56.0 64.9 71.4 

(ご参考)前期実績 

(2018年３月期) 
23,479 928 674 597 9.47

３．修正の理由 

第２四半期累計期間の連結業績予想につきましては、売上高は、工作機械関連事業部門における 

売上のずれ込み等により前回発表値を下回るものの、損益につきましては、原価低減等の効果によ 

り計画を上回る見通しとなりました。 

通期の連結業績予想につきましては、売上高は、工作機械関連事業部門において前回発表値を下 

回るものの、損益につきましては、想定以上に原価低減等の効果が見込まれるため、計画を上回る 

見通しとなりました。 

(注)本資料に記載されている業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 

以 上 


